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（３）研究課題名（申請時に記載したものと同じ課題名を記入してください。） 
ヒト血管内のラミニンタイプの探索と再生 3D 血管への応用 
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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 
研究代表者の豊原はヒト iPS細胞由来内皮細胞と血管平滑筋細胞の 2層構造を持った生理的ヒト 3D
血管の作製を世界に先駆けて作製している。一方で血管において、Extracellular matrix (ECM)は細

胞の物理的な足場となるだけでなく、細胞の増殖や浸潤、炎症性変化にも関わる役割があることが

知られているため、生理的な血管を作製するには適切な ECM を iPS 細胞 3D 血管に追加する必要

がある。 
ヒト血管における ECM の発現を検討するためには実際にヒト血管サンプルでの解析が必要になる。

そこで倫理委員会承認の元、東北大学病院の手術検体の一部を収集し、血管の ECM について抗ヒト

ラミニン α1-5 抗体を用いて解析を行った。その結果、正常血管においては特に外膜において特定の

ラミニンの発現が強く観察されることが明らかになった。一方で動脈瘤や閉塞性動脈疾患において

はその分布が変化していた。 
 
 
 
 


